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総合調整会議（２０１６．２．３） 

○日 時 ： 平成２８年２月３日（水） 午前８時４５分 ～ 午前９時００分 
○場 所 ： 栗東市役所３階談話室 
○出席者 ： 市長、副市長、部長等 
 

＜会議内容＞ 

１．市長の指示事項 

 市長からの指示 

・学区別自治連合会が開催されているが、市役所で的確な窓口誘導がされずにたらい回しされた

との意見があった。窓口対応を適切に行うよう、再度、各部課へ指示すること。 

・次週に東京へ出張し、特別交付税や馬事業に関して、それぞれ財務省と日本中央競馬会へ要望

活動を行う予定である。他にも、道路整備事業や各分野で要望する項目がある場合は、報告す

ること。 

・今年１０月に市制施行１５周年を迎える。各部課においても、積極的に発信に努めること。 

 

２．報告事項 

【案件名】平成２８年度市制施行１５周年にかかる式典等について 

→ 元気創造政策課長から説明 

・平成２８年１０月１日に市制施行１５周年を迎えるにあたり、別紙資料のとおり１５周年を祝

した記念式典の開催を検討中である。記念式典と併せ、各部課においても、１５周年を祝う事

業協力を得るため、日程の周知と協力可能な事業の検討をお願いしたい。 

 

［議会事務局長］ 

・市制１５周年記念の冠名について、各部の判断において付すのか。 

［政策推進部長］ 

・基本的には各部課の判断となるが、状況を集約しておく必要があることから、元気創造政策課

に報告をお願いしたい。 

［市民部長］ 

・継続して実施している事業は、対象にならないのか。 

［教育部長］ 

・コンクール等に１５周年記念賞の受賞枠を設けるなど、継続事業の内容を工夫して積極的に取

り組むべきである。 
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［政策推進部長］ 

・継続事業でも検討をしてもらいたい。記念式典までに期間する事業だけではなく、来年度中に

開催する事業等で検討をしてもらいたい。 

 

区分：了 解 

 

３．閉会 

副市長からの挨拶 

・学区別自治連合会が月末まで開催されるため、各部で適切に対応すること。 

・平成２８年度予算編成や施政方針を市議会へ示していくことになる。市議会３月定例会の準備

も含めて、事務に遺漏のないよう適切に対応すること。 

 

以上 


